


















































































































































































































































提案された（Spector, Malcolm and John




























































































































































































“Naming and Framing:The Social Construction
of Diagnosis and Illness,” Journal of Health and
Social Behavior, 33:267-81. Reprinted in : Phil
Brown ed., 1996，Perspectives in Medical
Sociology，Second Edition, Illinois:Waveland
Press, 92-122．）
このように，構築主義の裾野はかなり広いよ
うだ。本書の続編がすでに準備中であるとのこ
とであるから，それを楽しみに待ちたいと思
う。
（中河伸俊著『社会問題の社会学――構築主義
アプローチの新展開』世界思想社，1999年４月，
viii＋332頁，2500円＋税）
（のむら・かずお　法政大学大原社会問題研究所兼任
研究員）
